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　５月下旬～６月中旬にかけて、町内各こども園・小学
校で町交通指導員連絡会とかつらぎ警察が共同で、交通
安全教室を行いました。

（平成31年１月１日生まれ）

さ ら柏木の
前田 由佳さん・紗来ちゃん

「元気にすくすく育ってね」

かつらぎ町の人口
（5月末日現在）

16,852人（前月比－14人）　男 7,935人　女 8,917人　世帯数 7,218世帯
出生 12人　死亡 23人　転入 32人　転出 35人

かつらぎ町
ホームページ→

OR
IEN
TE
ER
IN
G

ボランティアも９月30日まで募集中です！

かつらぎ町では、11月10日（日）に
天野の里でオリエンテーリング交流
大会が開催されます。

ORIENTEERING

交通ルールを
　　守りましょう！
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交通ルール
交通ルール守ろうね！守ろうね！

交通ルール守ろうね！

今月の主な内容

●まちづくり事業について　　　　　　　　　２
●子育て講座トリプルＰ参加者募集！　　　　４～５
●人権作文・ポスターを募集します　　　　　９
●水害・土砂災害の防災情報の伝え方が変わります　11
●まちのわだい　　　　　　　　　　　　　　14～15
●７月のお知らせ　　　　　　　　　　　　　16～17
●図書館だより　　　　　　　　　　　　　　18
●健康ひろば　保健カレンダー　　　　　　　19～21



広報かつらぎ  令和元年（2019年）7月号 ２

　

個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、

住
民
自
ら
が
企
画
し
実
施
す
る
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
活

動
を
募
集
し
ま
す
。
提
案
さ
れ
た
事
業
は
、
審
査
を
行
い
、
決
定

さ
れ
た
事
業
に
対
し
て
は
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
企
画
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
支
援
し
ま
す

皆
さ
ん
が
企
画
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
支
援
し
ま
す

　

町
の
活
性
化
お
よ
び
発
展
に

つ
な
が
る
営
利
を
目
的
と
し
な

い
も
の

①
広
域
交
流
促
進
事
業

　

広
域
的
な
交
流
人
口
の
拡
大

に
繋
が
る
地
域
振
興
の
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
事
業

②
地
域
活
動
支
援
事
業

　

地
域
活
動
組
織
の
育
成
強
化

に
繋
が
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業

○
健
康
・
福
祉
の
推
進
の
た
め

の
事
業

○
地
域
文
化
の
継
承
ま
た
は
活

用
の
た
め
の
事
業

○
地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業

○
人
材
育
成
事
業

○
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め

の
事
業

○
新
た
な
文
化
・
芸
術
活
動
の

創
造
の
た
め
の
事
業

○
移
住
・
定
住
促
進
の
た
め
の

事
業 ◆

募
集
事
業

　

町
内
を
活
動
拠
点
と
す
る
、
次

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
団
体

◆
応
募
で
き
る
団
体

※

今
年
度
か
ら
、
移
住
・
定
住

促
進
の
た
め
の
事
業
に
限
り
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、

不
特
定
多
数
の
方
か
ら
事
業
実

施
の
た
め
の
寄
付
を
募
る
）
を

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
選
択
す
る
に
は
、
補
助
対
象

経
費
か
ら
収
益
を
除
い
た
金
額

が
１
０
０
万
円
を
超
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
選
択
し
た
場
合
、
申
請
書
提

出
か
ら
事
業
着
手
ま
で
、
４
〜

６
カ
月
程
度
の
期
間
を
要
し
ま

す
。

※

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

○
宗
教
活
動
や
政
治
活
動
を
目

的
と
し
な
い
団
体

○
構
成
員
数
が
５
人
を
超
え
る

団
体

○
町
の
他
の
補
助
金
な
ど
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
団
体

・
事
業
計
画
書

・
収
支
予
算
書

・
会
則
、
規
約
お
よ
び
構
成
員

の
名
簿
な
ど

※

様
式
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
提
出
書
類

◆前年度実績

◆
補
助
金
の
内
容

　

審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
を

行
い
、
補
助
金
額
お
よ
び
交
付

団
体
を
決
定
し
ま
す
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
実
施
す
る
場
合
、
上
記
審
査

会
お
よ
び
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
審
査
双
方

を
通
過
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
審
査
お
よ
び
決
定

７
月
１
日（
月
）〜
31
日（
水
）

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ　

企
画
公
室
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（
内
線
２
０
１
３
）

◆
募
集
期
間

対象経費の２分の１以内、または補助対象経
費から収益を除いた額のいずれか低い方
対象経費の３分の２以内、または補助対象経
費から収益を除いた額のいずれか低い方
上記②の額に、クラウドファンディングで集
めた額を加算した額　※例外あり

上限：補助対象経費から収
益を除いた額　※例外あり

上限50万円

上限50万円
※継続する３年間を限度

①広域交流
　促進事業
②地域活動
　支援事業

クラウドファンデ
ィング選択事業

補　助　金　額 申　請　限　度

※同一年度において、１団体につき１回まで

事業実施団体

補助金交付額

事　 業　 名

事 業 分 類

Ａ.Ｓ.Ｈ（アッシュ） 南山太鼓フェスティバル
実行委員会

あっしゅ祭2018
さとやまらいぶin天野

南山太鼓フェスティバル
「あなたと夏と和太鼓と」

500,000円 325,000円
広域交流促進事業 地域活動支援事業

詳しくは↑



広報かつらぎ  令和元年（2019年）7月号3

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通

知
書
・
納
付
書
を
７
月
13
日

（
土
）に
発
送
し
ま
す
の
で
、
納

付
書
裏
面
に
記
載
の
あ
る
納
付

場
所
に
て
納
期
限
ま
で
に
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国

民
健
康
保
険
税
）
を
納
付
で
き

ま
す
。
納
付
書
裏
面
に
記
載
の

あ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

を
登
録
し
、
納
付
書
の
バ
ー
コ

ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
銀

行
口
座
や
電
子
マ
ネ
ー
を
利
用

し
て
納
付
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
徴
収
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

国
民
健
康
保
険
税
・
軽
自
動
車
税

　

住
民
税
係（
内
線
２
０
４
２
）

納
税
・
証
明
書
発
行
な
ど

　

徴
収
係（
内
線
２
０
４
１
）

口
座
振
替
の
ご
案
内

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
納
期
限
ご
と
に
納
付

場
所
で
納
付
し
な
く
て
も
、
指

定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
納
税
で

き
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、

税
務
課
ま
た
は
指
定
金
融
機
関

に
備
え
て
い
る
「
町
税
等
口
座

振
替
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
預
貯
金
口
座
届

印
を
押
印
し
て
指
定
金
融
機
関

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

に
よ
る
納
税

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に

よ
り
町
税
（
軽
自
動
車
税
、
町

平
成
31
年
度 

国
民
健
康
保
険
税
納
付
の
お
願
い

　

乗
用
装
置
の
あ
る
農
耕
用
車

両
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の

小
型
特
殊
自
動
車
（
詳
し
く
は

下
表
の
「
小
型
特
殊
自
動
車
と

は
」
を
参
照
く
だ
さ
い
）
を
所

有
し
て
い
る
場
合
は
、
軽
自
動

車
税
の
課
税
対
象
車
両
と
し
て

登
録
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

該
当
す
る
車
両
を
お
持
ち
で
、

登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

速
や
か
に
登
録
し
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。 小

型
特
殊
自
動
車
は
登
録
が
必
要
で
す

第１期 　７月31日（水）
第２期 　９月２日（月）
第３期 　９月30日（月）
第４期 　10月31日（木）
第５期 　12月２日（月）
第６期 　12月25日（水）
第７期 　１月31日（金）
第８期 　３月２日（月）

納期限

公
道
走
行
の
有
無
と
は
無
関
係

　

敷
地
内
で
し
か
使
用
し
な
い

（
公
道
を
走
行
し
な
い
）
場
合

で
も
課
税
対
象
と
な
り
、
登
録

が
必
要
で
す
。

登
録
は
ど
こ
で
？

　

小
型
特
殊
自
動
車
は
税
務
課

で
登
録
で
き
ま
す
の
で
、
登
録

に
必
要
な
書
類
な
ど
、
詳
し
く

は
税
務
課
住
民
税
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
小
型
特
殊
自
動
車
の

要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
、

大
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
し
ま

す
。
ま
た
、
事
業
用
資
産
の
場

合
は
、
固
定
資
産
税
（
償
却
資

産
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
償
却
資
産
申
告
な
ど
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

農耕トラクター・コンバ
イン・田植え機・農薬散
布車など
フォークリフト・ショベル
ローダ・ロードローラ・草
刈作業車など

乗用装置があり、最高速度
が35㎞/h未満

車両の長さ4.7ｍ以下、幅
1.7ｍ以下、高さ2.8ｍ以下
で最高速度が15㎞/h以下

2,400円

5,900円

農
耕
用

そ
の
他

車両の種類 該当要件 税率
小型特殊自動車とは

「中退共」の退職金制度
・新規加入や掛金月額を増額する場合、掛金の一部を国が助成
・社外積立で、管理も簡単
・パートさん、家族従業員も加入できます
・詳しくはホームページをご覧ください

中退共は国の制度だから安心・確実！

中退共 検索

問い合わせ　（独）勤労者退職金共済機構　中小企業退職金共済事業本部（☎03-6907-1234）
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新聞でも掲載、いま話題の子育てを楽しむための講座

トリプルP（Positive Parenting Program）
参 加 者 募 集 ！

　それぞれの親子に合わせた方法で、親子の関わり方や考え方、具体的
なスキルを学びます。子どもの自尊心を育み、子育てを少しでも楽にで
きるよう一緒に考えてみませんか？
　子育てをちょっとひと休みして、お茶やお菓子を楽しみながら、他の
参加者の思いや意見も共有しましょう。

場　所　保健福祉センター　３階小会議室
対　象　子どもがいるすべての親
　　　　（定員12名）
　※欠席の回は次回の開始前30分などでフォ
　　ローがあります。ご都合のよい日に事務
　　局で欠席の回の内容をご紹介することも
　　可能です♪
講　師　前迫　早苗さん
　　　　（トリプルＰ認定ファシリテーター）
参加費・テキスト代　無料
保　育　あり
締　切　８月30日（金）
申し込み・問い合わせ
　教育総務課
　（内線３０１２）

・受講前は半信半疑でしたが、受講したことを実践し
てみると、うそのように子どもの態度が良い方に変
わってきました。
・子育てが楽しいということを忘れていました。受講
して心に少し余裕ができました。
・親の立場での悪かったところを沢山気づかされまし
た。悩むばかりでなく良い方法を具体的に知って対
応できるのがとてもよかった。
・受講する前は不安なことも多かったが、同じくらい
の年の子どもがいるママたちといろんな話ができて
「うちだけじゃないんだ」と気分的に安心できまし
た。
・大声で怒鳴ったりしなくても効果的にしつけられる
方法を学べて楽になりました。
・親が冷静になることで、子どもの問題行動が減った。

子育てが
楽しくなるための

アイデアや技術を
ご紹介する
連続講座♪

＜トリプルＰ受講修了者の感想＞

　「前向きな子育て」とはどのような子育
てなのかについて学び、子どもの行動のと
らえ方について話し合います。

第１回
９月11日(水)　９：30～12：00

　子どもとよい関係をつくり、子どもの発
達を促すための10のスキルを学びます。

第２回
９月18日(水)　９：30～12：00

　子どもの問題行動をうまく扱うための、
７つの方法を学びます。

第３回
9月25日(水)　９：30～12：00

　子どもの問題行動が起こりやすい場面を
想定し、その行動が起こらないように事前
の活動の準備について学びます。

第４回
10月2日(水)　９：30～12：00

　子どもの行動の好ましい変化について話
し合い、プログラムで学んだスキルを復習
します。

第７回
10月23日(水)　９：30～12：00

　先のセッションで学んだ方法を、家庭で
上手く活用できているかを話し合い、工夫
して子育てできるようにサポートします。

第５回～第６回
10月9日の週・10月16日の週

講義
グループワーク

自宅での
個別電話相談

講義
グループワーク
全体のまとめ

日　　時 内　　容 形　式

子育て講座
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　2015年『紀の国わかやま国体』ゴルフ競技少年男子の部の開催を記念し、和歌山県のジュ
ニアゴルファーの競技力向上のため、大会を開催します。
日　　時　７月31日（水）※少雨決行
場　　所　紀伊高原ゴルフクラブ
参加定員　48名まで（12組までとし、先着順）
参加資格　和歌山県下および近隣の小学４年生～高校３年生
　　　　　※小学生は120以内、中学生・高校生は110以内でラウンドできる技量
　　　　　　を持ち、ジュニアゴルファーらしい態度とマナーを備えている方
参 加 費　2,000円（ラウンド代を含む  昼食代・茶店代は別料金）
賞　　品　各クラス１位・２位にトロフィー授与、全員に参加賞 
締 切 日　７月10日（水）必着　※定員になり次第締め切ります。
そ の 他　スタート時間、組み合わせなどの大会詳細は、締め切り終了後お知らせします。
主　　催　かつらぎ町体育協会、かつらぎ町教育委員会

2015紀の国わかやま国体 開催記念

第10回 和歌山県ジュニアゴルフ競技大会 開催

申し込み・問い合わせ　教育委員会生涯学習課 社会体育係（内線３０１７）

「前向き子育てトリプルＰ」って、どんなの？

例えばこんな方法を具体的にご紹介します♪

少しの工夫や気持ちの持ち方で、子育ての負担や効果が大きく変わることがあります！
トリプルＰは、子育てをひと休みしながら、そんな具体的な方法をご紹介する場所です♪ 
子育ての負担を減らし「より効率的な子育て」を楽しみましょう♪

◆何度も子どもに同じ注意をしないといけない うまく指示が入る方法があれば…言わなくても子ども
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が自分で好ましい行動をとれたら…
◆イライラして子どもを強く怒りすぎた おだやかで効果的なしつけ方があれば…
◆思春期・反抗期の子どもと激しく衝突 思春期・反抗期の子どもと不要な衝突をさけられれば…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難しい年代の子どもとも建設的な関係が築ける方法があれば…
◆一生懸命子育てしているが孤立感を感じる 気軽に情報交換や相談できるママ（パパ）友が作れたら…
◆子育てを楽しみたいけど、余裕がない 親としての自分も大切にしながら子育てができれば…

□：子どもと前向きな（建設的な）関係を築くための方法
　　※大人にも使える効果も
□：子どもの好ましい行動を促すための方法
　　※指示待ちの子にならない効果も
□：子どもに新しい生活技術（例：服を着る、など）を教
　　えるための方法
□：子どもにうまく指示が入るための方法
□：子どもの問題行動をうまく避けるための方法
□：子どもの問題行動が起きた時に、おだやかで効果的な
　　方法で対処するための方法と、もしそれがうまくいか
　　なかった場合のバックアップ方法　など
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◆
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

平
成
31
年
度 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

○
口
座
振
替
で
の
納
付
を
ご
希

望
の
方
は
指
定
金
融
機
関
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

手
続
き
後
、
口
座
振
替
開
始
ま

で
約
１
カ
月
か
か
り
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
を
７
月
初
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
で
、

平
成
31
年
度
保
険
料
額
決
定
通
知
書
兼
納
入
通
知
書
を
７
月

中
旬
に
普
通
郵
便
で
発
送
し
ま
す

○
新
し
い
被
保
険
者
証
の
受
け

取
り
の
際
は
、
受
領
印
が
必
要

で
す
。

○
届
い
た
被
保
険
者
証
の
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
に
誤
り
が
な

い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
８
月
１
日
ま
で
に
被
保
険
者

証
が
届
か
な
い
場
合
は
、
健
康

推
進
課
保
険
年
金
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

有効期限は平成31年７月31日まで。
８月１日から使用できません。
※８月１日以降に役場にご返却いただ
くか、細かく裁断するなど適切に処分
していただきますようお願いします。

保険証の色

注　意　点

みず色 うすいオレンジ色

お手元に届いた日より使用していただ
けます。平成31年度の住民税の課税所
得金額により、一部負担金の割合が変
更になる場合があります。

現在お持ちの被保険者証 新しい被保険者証

◆
保
険
料
に
つ
い
て

　

ご
自
身
の
詳
し
い
納
付
方
法

に
つ
い
て
は
、
届
い
た
『
保
険

料
額
決
定
通
知
書
』
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

①
特
別
徴
収

　

支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
の
天

引
き
に
よ
る
納
付
（
年
６
回
）

②
普
通
徴
収

　

納
付
書
も
し
く
は
口
座
振
替

に
よ
る
納
付
（
７
月
〜
翌
年
３

月
ま
で
の
年
９
回
）

③
併
用
徴
収

　

①
と
②
の
併
用
に
よ
る
納
付

（
例
）
７
月
〜
９
月
ま
で
の
３

回
は
普
通
徴
収
・
10
月
以
降
は

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

○
申
請
に
よ
り
特
別
徴
収
か
ら

普
通
徴
収
（
口
座
振
替
の
み
）

に
変
更
で
き
ま
す
。

○
納
付
場
所
に
つ
い
て
は
、
納

付
書
裏
面
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と

　

保
険
料
の
未
納
額
が
一
定
以

上
に
な
る
と
、
被
保
険
者
証
の

有
効
期
限
が
３
カ
月
の
『
短
期

被
保
険
者
証
』
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ら
に
納
付
が
滞
る

と
『
資
格
証
明
書
』
と
な
り
、

受
診
窓
口
で
い
っ
た
ん
医
療
費

の
全
額（
10
割
）を
自
己
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
保

険
年
金
係
（
内
線
２
０
５
８
）

見本

保
険
料
は
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い

　

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
を
運
営
し
て
い
く
た
め
の

大
切
な
財
源
で
す
。
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◆
保
険
料
の
納
付
方
法

平
成
31
年
度 

介
護
保
険
料
納
入
通
知（
本
算
定
）の
お
知
ら
せ

　

平
成
31
年
度
納
入
通
知
書
（
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知

書
）
を
７
月
中
旬
に
普
通
郵
便
に
て
発
送
し
ま
す

 

ご
自
身
の
詳
し
い
納
付
方
法

に
つ
い
て
は
『
納
入
通
知
書
』

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、

納
付
書
で
の
納
付
が
必
要
な
方

へ
は
、
納
付
書
を
同
封
し
ま
す
。

①
特
別
徴
収

　

支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
の
天

引
き
に
よ
る
納
付

老
齢
、
退
職
年
金
、
障
害
年
金
、

遺
族
年
金
（
老
齢
福
祉
年
金
は

除
く
）
の
受
給
額
が
年
額
18
万

円
以
上
の
方

②
普
通
徴
収

　

納
付
書
も
し
く
は
口
座
振
替

に
よ
る
納
付

老
齢
、
退
職
年
金
、
障
害
年
金
、

遺
族
年
金
（
老
齢
福
祉
年
金
は

除
く
）
の
受
給
額
が
年
額
18
万

円
未
満
の
方

○
普
通
徴
収
の
方
に
限
り
、
申

請
で
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま

す
。

◆
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と

【
１
年
以
上
の
滞
納
】

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
金
額
を
、
い

っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
後
、
申
請
に
よ
り
保
険
給
付

分
（
利
用
者
負
担
割
合
分
を
除

◆
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

　

災
害
や
扶
養
者
の
方
の
失
業

な
ど
、
特
別
事
情
に
よ
り
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
の

減
免
や
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
生
活
困
窮

の
た
め
保
険
料
の
納
付
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
条
件
を

満
た
す
方
に
つ
い
て
、
介
護
保

険
料
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
条
件
な
ど
に
関
し
て
は
、

『
納
入
通
知
書
』
に
同
封
し
て

い
ま
す
『
介
護
保
険
料
の
お
知

ら
せ
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
納
付
場
所
に
つ
い
て
は
、
納

付
書
裏
面
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
次
の
場
合
、
特
別
徴
収
の
対

象
で
も
、
当
分
の
間
、
普
通
徴

収
と
な
り
ま
す
。

・
年
度
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た

場
合　

・
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
場

合・
年
金
担
保
、
年
金
差
し
止
め

な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
天
引

き
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

・
収
入
申
告
の
や
り
直
し
な
ど

で
、
所
得
段
階
が
変
更
に
な
っ

た
場
合

い
た
額
）
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

【
１
年
６
カ
月
以
上
の
滞
納
】

　

保
険
給
付
の
全
部
、
も
し
く

は
一
部
が
差
し
止
め
と
な
り
ま

す
。

【
２
年
以
上
の
滞
納
】

　

利
用
者
負
担
が
３
割
（
３
割

負
担
者
は
４
割
）
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
（
利
用
者
負
担
が
一
定
割

合
を
超
え
た
場
合
に
支
給
）
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課
介
護
保
険
係
（
内
線
２
０
５
１
、
２
０
５
２
）

介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
送
付
し
ま
す

　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
被
保
険
者
の
方

全
員
に
、
ご
自
身
の
負
担
割
合
（
１
割
か
ら
３
割
）
が
記

載
さ
れ
た
「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」
を
７
月
中
に
送
付

し
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
は
、
介
護
保

険
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

見本

保
険
料
は
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い

　

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
は
、
介
護
保

険
を
運
営
し
て
い
く
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
必

要
な
時
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

必
ず
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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子
ど
も
の
車
内
放
置

　

例
年
、
全
国
的
に
車
内
に
子

ど
も
が
放
置
さ
れ
、
熱
中
症
に

よ
り
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

「
今
日
は
涼
し
い
か
ら
大
丈

夫
」
と
安
心
し
て
い
て
も
、
季

節
を
問
わ
ず
車
内
の
温
度
は
高

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

「
子
ど
も
が
寝
て
い
た
か
ら

ク
ー
ラ
ー
を
か
け
て
車
を
離
れ

た
」
と
い
う
場
合
で
も
、
子
ど

も
が
目
を
覚
ま
し
、
誤
っ
て
ク

ー
ラ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
た

り
、
キ
ー
を
引
き
抜
い
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
成
長
に
伴
う
「
は

じ
め
て
出
来
た
」
は
突
然
訪
れ

る
の
で
、
そ
の
瞬
間
の
事
故
を

防
ぐ
た
め
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
燃
料
切
れ
で
エ
ン
ジ

ン
が
止
ま
っ
た
り
、
誤
動
作
で

車
が
動
い
た
り
す
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
に
よ
り
誤
っ
て
施
錠

さ
れ
、
子
ど
も
が
車
内
に
残
さ

れ
る
「
キ
ー
閉
じ
込
み
事
故
」

が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

窓
を
閉
め
切
っ
た
状
態
で
エ

ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
と
、
わ
ず

か
15
分
で
人
体
に
と
っ
て
危
険

な
室
温
に
達
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
乳
幼
児
は
体
温
調
節
機

能
が
未
熟
な
の
で
、
た
と
え
短

時
間
で
あ
っ
て
も
暑
い
車
内
に

い
る
と
、
熱
中
症
な
ど
の
危
険

な
状
態
と
な
る
可
能
性
が
高
く
、

時
に
は
死
に
至
る
痛
ま
し
い
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

子
ど
も
を
車
内
に
放
置
す
る

こ
と
は
児
童
虐
待
で
す
！

　

子
ど
も
が
犠
牲
に
な
る
こ
の

よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

子
ど
も
を
車
内
に
放
置
す
る
危

険
性
を
認
識
し
、
絶
対
に
子
ど

も
だ
け
を
車
内
に
残
さ
な
い
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
協
力
も
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
か
け
た

場
合
に
は
、
必
ず
通
報
（
連

絡
）
し
て
く
だ
さ
い
。

同
じ
よ
う
な
事
故
は
毎
年
の

よ
う
に
発
生
し
て
い
ま
す
！

◆かつらぎ町児童虐待相談ダイヤル（☎０７３６－２２－８８７７）
◆伊都振興局健康福祉部（☎０７３６－４２－３２１０）
◆和歌山県子ども・女性・障害者相談センター
（☎０７３－４４５－５３１２　または「１８９（いちはやく）番」）

急を要する時は急を要する時は
「１１０番」に「１１０番」に
連絡してください連絡してください。

急を要する時は
「１１０番」に
連絡してください。

危険!

友好都市親善子ども会交流会
　夏休み期間中に小学４～６年生の児童を対象に、友好都市との交流会を行います。

日時　８月11日（日）午前10時～12日（月）午後２時30分
場所　和歌山県立紀北青少年の家　参加費　無料
対象　小学４～６年生　20名（応募多数の場合は抽選）

プログラム（天候の都合により変更の可能性があります）
　丸太切り、キャンプファイヤー、野外炊事（カレー作り）など

問い合わせ　生涯学習課青少年センター係（内線３０１５）

守口市・かつらぎ町友好都市親善子ども交流会

日時　８月23日（金）午前８時30分～24日（土）午後３時
場所　和泉市立青少年の家　　参加費　無料
　　　（集合・解散は、かつらぎ総合文化会館前）
対象　小学４～６年生　30名（応募多数の場合は抽選）

プログラム（天候の都合により変更の可能性があります）
　野外炊事、キャンプファイヤー、ハイキングなど

和泉市・かつらぎ町友好都市親善子ども会交流会
平成29年度の様子

申込締切７月10日㈬
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か
つ
ら
ぎ
公
園
プ
ー
ル
日
程
表

平
成
31
年
度
人
権
啓
発
作
文
・

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

今
年
の
町
民
プ
ー
ル
の
営
業

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

利
用
時
間

◆
午
前
の
部　

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
55
分

（
開
場
：
午
前
10
時
20
分
）

◆
午
後
の
部

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
25
分

（
開
場
：
午
後
１
時
20
分
）

利
用
料
金　

無
料

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社

会
体
育
係
（
内
線
３
０
１
７
）

遊
泳
時
間
の
変
更

※

７
月
15
日（
海
の
日
）は
開
場

の
た
め
翌
日
16
日（
火
）は
振

替
休
場
と
な
り
ま
す
。

※

７
月
30
日（
火
）、
31
日（
水
）

は
小
学
校
水
泳
記
録
会
の
た

め
休
場
と
な
り
ま
す
。

※
８
月
12
日（
月
）は
開
場
の
た

め
翌
日
13
日（
火
）は
振
替
休

場
と
な
り
ま
す
。

※

８
月
24
日（
土
）は
、
か
つ
ら

ぎ
夏
ま
つ
り
の
た
め
午
後
３

時
55
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

人
権
啓
発
推
進
事
業
の
一
環

と
し
て
、
人
権
問
題
に
対
す
る

理
解
と
認
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
人
権
啓
発
作
文
・
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

７
月
１
日（
月
）〜

９
月
４
日（
水
）

対
象
者　

町
内
の
児
童
・
生
徒
、

一
般
の
方

応
募
先　

教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課

※

町
内
小
学
校
の
児
童
・
中
学

校
の
生
徒
は
学
校
を
通
じ
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大

切
さ
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
や

経
験
し
た
こ
と

①
い
じ
め
問
題

②
児
童
虐
待
問
題

③
高
齢
者
の
人
権

④
障
が
い
の
あ
る
人
の
人
権

⑤
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
の

人
権

⑥
外
国
人
の
人
権

⑦
戦
争
や
平
和

⑧
環
境
問
題　
　
　
　
　

な
ど

《
作
文
》

◆
原
則
と
し
て
４
０
０
字
詰
原

稿
用
紙（
Ｂ
４
判
縦
書
き
）を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
題
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

◆
学
校
名
、
学
年（
一
般
の
方

は
住
所
）、
氏
名
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

《
ポ
ス
タ
ー
》

◆
画
用
紙
の
Ｂ
３
判
ま
た
は
四

つ
切
り
画
用
紙
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
作
品
の
中
に
、
内
容
に
合
う

文
字
を
入
れ
る
も
の
と
し
ま
す
。

ィ
バ
ル
２
０
１
９
〝
愛
か
つ
ら

ぎ
〞
で
表
彰
と
作
品
発
表
す
る

と
と
も
に
、
す
べ
て
の
ポ
ス

タ
ー
を
会
場
内
で
展
示
す
る
予

定
で
す
。

そ
の
他

①
応
募
作
品
は
、
未
発
表
の
創

作
に
限
り
ま
す
。

②
応
募
作
品
の
版
権
は
主
催
者

側
に
帰
属
し
、
啓
発
用
教
材
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

③
入
賞
作
品
の
使
用
、
編
集
な

ど
に
当
た
っ
て
は
、
作
品
の
趣

旨
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
一
部

修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
返

却
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
指

導
係
（
内
線
３
０
１
６
）

◆
裏
面
に
、
学

校
名
、
学
年

（
一
般
の
方
は

住
所
）、
氏
名

を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

表
彰
・
展
示

　

す
べ
て
の
応

募
作
品
の
中
か

ら
優
秀
作
品
を

選
定
し
て
、
11

月
開
催
予
定
の

人
権
フ
ェ
ス
テ

テ
ー
マ

平
成
30
年
度　

最
優
秀
ポ
ス
タ
ー

大
谷
小
学
校
３
年（
受
賞
当
時
）

　
　
　
　

眞　

田　

凉　

花
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妊
婦
と
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
を

守
る
た
め
、
ま
た
子
育
て
を
支
援
す
る

対
策
と
し
て
風
し
ん
予
防
接
種
に
対
す

る
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

県
の
助
成
は
終
了
予
定
で
し
た
が
、

全
国
的
な
風
し
ん
の
発
生
状
況
か
ら
急

き
ょ
今
年
度
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

対
象
者

①
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女
性
（
19
歳

以
上
50
歳
未
満
）

②
妊
婦
の
夫
（
妊
娠
中
に
限
る
）

対
象
ワ
ク
チ
ン

　

「
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
」
も
し
く
は

「
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
」

助
成
額　

上
限
１
万
円　

（
内
訳
：
県
５
千
円
、
町
５
千
円
）

助
成
回
数　

一
人
に
つ
き
１
回

※
過
去
に
助
成
を
受
け
た
方
は
対
象
外

実
施
場
所　

　

希
望
す
る
医
療
機
関
へ
実
施
の
有
無

を
問
い
合
わ
せ
の
上
、
予
約
申
し
込
み

し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
４
月
１
日
〜
令
和
２
年
３
月

31
日
の
間
に
受
け
た
接
種
の
助
成
申
請

期
限　

令
和
２
年
３
月
31
日（
火
）ま
で

申
請
方
法

　

接
種
後
に
次
の
も
の
を
健
康
推
進
課

衛
生
係
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
領
収
書

・
予
防
接
種
済
証

・
印
鑑

・
振
込
先
の
わ
か
る
物

※
妊
婦
の
夫
は
、
夫
で
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
物
（
母
子
健
康
手
帳
な
ど
）

も
必
要
。

注
意
事
項

※
妊
婦
は
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
接
種
後
２
カ
月

間
は
避
妊
が
必
要
で
す
。

※
集
団
接
種
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
個

別
接
種
の
み
で
す
。

※
こ
の
予
防
接
種
は
任
意
接
種
に
な
り

ま
す
の
で
、
希
望
者
の
み
の
接
種
と
な

り
ま
す
。

※
対
象
外
の
方
に
は
助
成
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
事
前
確
認
を
行
っ
た
上
で
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
衛

生
係
（
内
線
２
０
５
３
）

申
込
資
格

①
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方

②
本
人
お
よ
び
同
居
者
の
合
計
年

間
総
所
得
額
が
条
例
で
定
め
る
規

定
内
（
月
額
15
万
８
千
円
以
下
、

裁
量
階
層
に
あ
っ
て
は
月
額
21
万

４
千
円
以
下
）
の
方

③
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

で
、
定
め
ら
れ
た
家
賃
お
よ
び
敷

金
を
支
払
う
能
力
を
有
す
る
方

④
本
人
お
よ
び
同
居
者
が
暴
力
団

員
で
な
い
こ
と

申
込
書
配
布
期
間

　

７
月
８
日（
月
）〜
22
日（
月
）

申
込
書
受
付
期
間

　

７
月
16
日（
火
）〜
22
日（
月
）

※
配
布
、
受
付
と
も
に
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）

※
申
込
書
の
配
布
、
受
付
は
建
設

課
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
書
類
が

そ
ろ
わ
な
い
場
合
の
受
付
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
入
居
申
込
資
格
の
詳
細
や
家
賃

額
、
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

建
設
課
住
宅
係

（
内
線
２
０
８
５
）

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

山間部（花園地区）にある町営住宅については、今回の空家募集とは別に随時、入居
募集を行っていますので、こちらの詳細についても、お問い合わせください。

団地名
（所在地）

募集
戸数 建築年 月額家賃（円） 構造 床面積 間取り

笠田
（笠田東215）

渋田
（西渋田28）
大谷

（大谷1208）

１戸

１戸

１戸

S40

S45

S51

3,600～7,200

4,100～8,100

11,900～23,500

簡易耐火平屋

簡易耐火平屋

簡易耐火２階

2K、浴室なし

3K、浴室スペ
ースのみ

2K、浴室スペ
ースのみ

37.0㎡

34.0㎡

56.0㎡
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　過去の豪雨では、さまざまな防災情報が発信されているものの、多様かつ難解であったため多くの
住民が活用できない状況でありました。
　これを踏まえ、住民のみなさんが情報の意味を直観的に理解できるよう気象庁と市町村が発令す
る水害・土砂災害情報に５段階の警戒レベルを付して発表・発令することになりました。
　本町では、５段階の警戒レベルに加え、従来通りの避難指示や避難勧告なども併せてお伝えします。

近年、台風の接近などにより避難所を開設するケースが増えております。避難所に避難される際の注
意事項の一部を紹介しますので、ご協力よろしくお願いします。
・犬などのペットの避難所屋内への連れ込みは禁止です。避難所屋外へつないでください。
・アルコール類は持ち込み禁止です。
・台風接近などに伴う避難時には、ご自身が必要なもの（食糧や水・毛布など）は持参してください。

水害・土砂災害の防災情報の伝え方が変わります

行
政
相
談
所
開
設

　

行
政
相
談
委
員
制
度
は
、
国

の
行
政
機
関
な
ど
の
仕
事
に
対

す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
苦
情
や
意

見
・
要
望
を
受
け
て
、
公
正
・

中
立
の
立
場
か
ら
解
決
や
実
現

の
促
進
を
図
る
制
度
で
す
。

　

本
町
で
は
、
行
政
相
談
委
員

に
よ
る
行
政
相
談
所
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
18
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
先
着
順
）

場
所　

四
郷
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
住

民
係
（
内
線
２
０
６
１
）

問い合わせ　総務課消防防災係（内線２０２２、２０２３）

各種の情報は、警戒レベル１～５の順番で発表されるとは限りません。状況が急変することもあります。
【警戒レベル５】は既に災害が発生している状況ですが、必ず発令されるものではありません。
【警戒レベル３】や【警戒レベル４】が発令されたら速やかに安全・確実に避難してください。

避難指示
（直ちに避難）
避難勧告

（速やかに避難）

避難準備・
高齢者等
避難開始

洪水注意報
大雨注意報

早期注意情報 警戒レベル１

警戒レベル２

警戒レベル３

警戒レベル５

災害への心構えを高めましょう。 早期注意情報
（気象庁が発表）

避難準備・
高齢者等避難開始
（市町村が発令）

避難指示(緊急)
避難勧告

洪水注意報・大雨注意
報など（気象庁が発表）

避難に備えハザードマップなどにより自らの
避難行動を確認しましょう。

既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりまし
ょう。

速やかに全員避難先へ避難しましょ
う。公的な避難場所までの移動が危険と
思われる場合は、近くの安全な場所や自
宅内のより安全な場所に避難しましょう。

避難に時間を要する方（高齢の方、
障害のある方、乳幼児など）とその
支援者は避難をしましょう。その他の方
は避難の準備を整えましょう。

高齢者等は
避難

警戒レベル４
全員避難 地域の状況に応じて緊急的ま

たは重ねて避難を促す場合な
どの発令（市町村が発令）

災害発生情報
災害が実際に発生しているこ
とを把握した場合に、可能な
範囲で発令（市町村が発令）

警戒レベル 住民が取るべき行動

６月10日から今まで

避難情報など
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項　　目 1人当たり 1世帯当たり 使　い　道

　町の財政がどのように運営されているか、皆さんにお知らせするために上半期と下半期の２回に分けて、財政状況
を公表しています。今回は、平成30年度下半期（平成31年３月31日現在）の予算執行状況などをお知らせします。
　歳入のうち、県支出金、町債については予算が翌年に繰り越され、平成31年度に収入されるものもあり、執行率が
低くなっています。歳出のうち、土木費や総務費、農林水産業費などは翌年に事業が繰り越され、平成31年度に支出
されるものもあるため、執行率が低くなっています。また、歳入歳出ともに現金の未収未払を整理する期間として、
会計年度終了後の翌４月１日から５月31日までの出納整理期間が設けられているため、決算額とは異なります。

（43.9%）
その他

（98.1%）
議会費

（85.3%）
商工費

（99.6%）
諸支出金
（93.5%）
消防費

（83.0%）
衛生費

（80.7%）
農林水産業費

（86.5%）
教育費

（78.8%）
総務費

（91.7%）
公債費

（61.9%）
土木費

（92.0%）
民生費

（80.9%）
その他

（99.6%）
寄附金

（91.7%）
使用料及び手数料

（76.4%）
諸収入
（100.0%）
地方消費税交付金
（100.0%）
繰越金
（91.9%）
繰入金
（45.9%）
県支出金
（80.4%）
国庫支出金
（28.4%）
町債
（98.9%）
町税
（100.0%）
地方交付税36億8416万6千円36億8416万6千円

36億8416万6千円36億8416万6千円
36億8416万6千円
36億8416万6千円

19億9054万9千円
19億6943万2千円

13億7320万円
3億9000万円

9億8757万7千円
7億9358万2千円

9億600万8千円
4億1629万7千円

4億4582万4千円
4億950万円

3億410万2千円
3億410万2千円

3億319万3千円
3億319万3千円

1億6632万円
1億2704万3千円

1億8801万円
1億8719万3千円

1億2817万1千円
1億1747万1千円

3億4094万4千円
2億7583万5千円

歳入 執行率83.0％
予算現額
108億1806万4千円
収入済額
89億7781万4千円

歳出 執行率82.5％

予算現額
108億1806万4千円
支出済額
89億2211万4千円

28億657万5千円28億657万5千円
25億8322万円25億8322万円
28億657万5千円
25億8322万円

15億4539万1千円
9億5636万1千円

14億6613万6千円
13億4453万6千円
13億3278万1千円

10億5034万8千円

9億3271万5千円
8億647万1千円

7億4439万6千円
6億1794万2千円

4億9456万5千円
3億9921万円

4億926万7千円
3億8282万9千円

3億6553万1千円
3億6412万6千円

1億1479万6千円
9794万1千円

9657万3千円
9841万5千円

5億749万6千円
2億2255万7千円

※（　）内の数値は各項目の
　執行率を表示しています。

町民へのサービス等に要する経費

町民が負担する税負担額

◇人口 16,858人　世帯数7,201世帯（平成31年3月31日現在）

項　　目 1人当たり 1世帯当たり 経　費　の　内　容
議会の活動に要する経費
庁舎の維持管理、税金徴収、選挙等に要する経費
児童、高齢者、障害者等の社会福祉に要する経費
感染症予防、清掃関係、火葬場運営等、公衆衛生に要する経費
農林業振興等に要する経費
観光や商工業振興等に要する経費
道路橋梁、河川、公園等の公共施設の維持管理等に要する経費
消防、防災関係に要する経費
小中学校、教育委員会、社会教育等、教育関係に要する経費
国や銀行などから借りた町債（借金）の元金・利子の返済に要する経費
ほかの支出科目に含まれない行政目的を有しない経費
自然災害に罹災した際の復旧などに要する経費

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
諸 支 出 金
そ の 他
合　　　計

5,729
62,306
153,234
36,656
23,681
5,810
56,730
22,709
47,839
79,757
21,600
13,202
529,253

13,411
145,861
358,731
85,813
55,438
13,601
132,809
53,163
111,994
186,715
50,566
30,906

1,239,008

個人町民税
固定資産税
軽自動車税
町たばこ税
都市計画税
合　　　計

33,546
62,150
4,145
5,800
5,885

111,526

78,532
145,497
9,704
13,578
13,777
261,088

町が自由に使い道を決めることができる税金
住み良い町づくりのために活用

公園や街路、下水道などの都市計画事業に活用

（単位：円）

（単位：円）
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地方債および一時借入金の現在高

地方債（町の借入金）

一時借入金

一般会計
シビックセンター特別会計
花園地域交流推進施設運営事業特別会計
花園梁瀬簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計

18,543,322
14,550,324
117,474
525,729
6,263

3,343,532
0

項　　目 現在高
（単位：千円）町有財産 （単位：千円）

土地
建物
出資による権利
債権（町の貸付金）
基金（町の積立金）
一般会計
　うち財政調整基金
　うち減債基金 
　うちその他特定目的基金など
国民健康保険事業特別会計
介護保険事業特別会計
下水道事業特別会計

2,261,602.05㎡
140,324.01㎡

19,877
26,358

2,647,678
2,385,198
800,619
32,787

1,551,792
221,433
41,047

0

項　　目 面積または現在高

（土地建物については平成30年3月31日現在）

歳　入 歳　出
会　　計 予算現額 収入済額 執行率 予算現額 支出済額 執行率

シビックセンター
国民健康保険事業
天野診療所事業
後期高齢者医療事業
介護保険事業
花園地域交流推進施設運営事業
花園守口ふるさと村運営事業
花園梁瀬簡易水道事業
下水道事業

合　　　　計

69,502
2,908,963

8,313
557,072
2,800,126
60,995
22,320
5,334

626,293
7,058,918

67,848
2,626,619

8,217
547,570
2,701,554
15,604
9,126
5,431

613,915
6,595,884

97.6%
90.3%
98.8%
98.3%
96.5%
25.6%
40.9%
101.8%
98.0%
93.4%

69,502
2,908,963

8,313
557,072
2,800,126
60,995
22,320
5,334

626,293
7,058,648

57,082
2,451,527

7,587
532,006
2,438,532
45,051
19,081
4,053

597,085
6,152,004

82.1%
84.3%
91.3%
95.5%
87.1%
73.9%
85.5%
76.0%
95.3%
87.2%

平成30年度下半期特別会計予算の執行状況 （単位：千円）

　

こ
の
申
請
は
、
低
所
得
の
方

が
、
軽
減
実
施
届
出
を
行
っ
た

社
会
福
祉
法
人
の
提
供
す
る
介

護
老
人
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
利
用
し
た
時
に
利
用
者
負

担
額
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
の

手
続
き
で
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
よ
り
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
受
け
て
い
る
方
で

次
の
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

減
免
対
象
者
要
件

①
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
１

５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１
人
増

え
る
ご
と
に
50
万
円
を
加
算
し

た
額
以
下
で
あ
る
こ
と

②
預
貯
金
な
ど
の
額
が
単
身
世

帯
で
３
５
０
万
円
、
世
帯
員
が

１
人
増
え
る
ご
と
に
１
０
０
万

円
を
加
算
し
た
額
以
下
で
あ
る

こ
と

③
世
帯
が
そ
の
居
住
の
用
に
供

す
る
家
屋
、
そ
の
他
日
常
生
活

に
必
要
な
資
産
以
外
に
利
用
し

う
る
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い

こ
と

④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
に
扶

養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と

必
要
書
類

①
世
帯
収
入
が
分
か
る
す
べ
て

の
預
金
通
帳
（
定
期
含
む
）

②
印
鑑

申
請
期
限

　

７
月
19
日（
金
）ま
で

※

期
日
後
も
受
け
付
け
ま
す
が
、

証
書
の
交
付
が
遅
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
介

護
保
険
係
（
内
線
２
０
５
１
、

２
０
５
２
）

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
生
計
困
難
者
に

対
す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
利
用

者
負
担
軽
減
制
度
事
業
の
申
請
に
つ
い
て
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元気が出る！オーケストラコンサート
 　　　　YKO 吉田正記念オーケストラ

肩の凝らないムード音楽！指揮者の愉快なトークも大人気！
迫力の大編成による懐かしの名曲が満載！

日　時　９月29日（日）
開　演　午後２時（開場：午後１時30分）
場　所　かつらぎ総合文化会館大ホール
入場料　一　　　般　1,500円（当日2,000円）（全席指定）　　　　高校生以下　1,000円（当日1,500円）
　　　　・宝くじの助成により、特別料金となっております。
　　　　・前売り券完売の場合は当日券の販売はありません。
　　　　・未就学児の同伴・入場はご遠慮ください。
主　催　かつらぎ町、かつらぎ町教育委員会、和歌山県、（一財）自治総合センター
前売り開始日　７月９日（火）午前９時～
入場券販売場所　かつらぎ総合文化会館、役場花園支所
　　　　　　　　笠田・妙寺・大谷・見好・三谷・四郷・四邑の各公民館（分館含む）

問い合わせ　かつらぎ総合文化会館（内線３０１８）

かつらぎ町プレミアム付商品券取扱店再募集
　プレミアム付商品券発行事業では、広報６月号でお知らせした
プレミアム付商品券取扱店の募集期間を延長します。

資格要件　町内の事業所で事前登録が必要です。
　　　　　※業種によっては取扱店として参加できないものがあります。
申込書配布・登録場所　かつらぎ町商工会
登録方法　「かつらぎ町プレミアム付商品券取扱店登録申込書」の所要事項を記入し、
　　　　　商工会登録窓口に提出してください。

問い合わせ　企画公室まちづくり推進係（内線２０１３）

文部科学大臣表彰
　４月23日（火）、国立オリンピック記念青少年総合センターにおい
て「平成31年度子供の読書活動優秀実践者」に選ばれた渡辺敏子さ
ん（大薮）が文部科学大臣表彰を授与されました。それを受け５月14
日（火）、町長からお祝状が贈呈されました。
　渡辺さんは、学校やさまざまな場所での絵本のよみきかせや、絵
本講師としても活躍されています。
　今回の受賞は、長年、子どもたちが本に親しみやすい機会を提供
することに大きく貢献した事に対する功績が認められたものです。

登録期間

７月31日（
水）まで

宝くじ文化公演

まちまちのわだいわだいまちのわだい
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妙寺中学校「家庭での学びのすすめ推進計画」文部科学大臣表彰
　妙寺中学校では、平成29年度「早寝早起き朝ごはん推進校事業」を受け、家庭における「早
寝・早起き・朝ごはん」の規則正しい生活リズムの確立やスマホやテレビの利用についてのルー
ル作りなど、基本的生活習慣を整えるための「生活マネジメント」の取り組みを家庭や地域と連
携しながら進めました。また、「生活実態調査」を行い、生徒の生活の流れを可視化することで、
各自の課題や家庭学習の時間を把握するとともに、生徒自身が意識して取り組めるように、生活
習慣の改善について目標を定めた取り組みを実施しました。
　その結果、全国学力・学習状況調査の生徒質問紙調査で、
「朝食を毎日食べていますか。」「毎日同じぐらいの時刻
に寝ていますか（起きていますか）。」の項目について、肯
定的回答の割合が全国平均を上回りました。
　「テレビ・ビデオの視聴時間」「スマートフォンやイン
ターネットの使用時間」については、全国平均より長い傾
向でしたが、家庭への啓発をすすめたことにより10ポイン
ト程度改善し、家庭での学習時間についても改善が見られ
ました。
　このように、生徒たちの意識を高め、家庭における生活
習慣の改善と学びの充実につなげた妙寺中学校の取り組み
が認められ、今回の表彰となりました。

届け、私の想い！
　少年メッセージ2019開催
　６月２日（日）、橋本市教育文化会館で「少年メッ
セージ2019伊都地方発表大会」が開かれ、伊都地
方管内の中学生717名から選出された23名による発
表が行われました。本町からは４名がメッセージを
発表し、結果は下記の通りとなりました。
　優秀賞を受賞した安武美紀さん、大舘晴奈さん、
西田恵美子さんは、７月27日（土）に橋本市産業文化会館で開催される県大会に出場します。

優秀賞　「ソーランで地域を元気に」　　安武　美紀（笠田中２年）
　　　　「ふるさとの活性化をめざして」大舘　晴奈（笠田中３年）
　　　　「心を揃える」　　　　　　　　西田恵美子（妙寺中３年）
入　選　「「普通」それが幸せ」　　　　三浦　姫香（妙寺中３年）《敬称略》

「世界遺産三谷坂を歩く」を開催
　５月18日（土）、世界遺産の三谷坂を歩くイベントを開催しま
した。三谷坂が世界遺産に追加登録されてから、春と秋の年２
回、三谷坂を歩くイベントを開催しています。
　今回は、町内外から95人の参加がありました。妙寺駅で集合
し三谷坂を歩くコースのほか、今回初めて高野山まで歩くコー
ス、三谷の地域を語り部と一緒に歩くコースも実施しました。
三谷地域の語り部は、昨年立ち上がった「三谷いちょうの会」
の皆さんです。子どものころのエピソードを交えながら、三谷の地域の歴史、見どころについて
案内しました。次回は11月30日（土）に開催します。ぜひご参加ください。



広報かつらぎ  令和元年（2019年）7月号 16

　

警
察
官
Ａ
・
Ｂ
の
採
用
試
験

受
験
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　

７
月
１
日（
月
）〜

８
月
13
日（
火
）

第
一
次
試
験　

９
月
22
日（
日
）

受
験
資
格

①
警
察
官
Ａ　

令
和
２
年
４
月

１
日
現
在
、
33
歳
未
満
の
方
で

大
学
卒
業
者
（
令
和
２
年
３
月

卒
業
見
込
み
を
含
む
）

②
警
察
官
Ｂ　

令
和
２
年
４
月

１
日
現
在
、
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
方
で
警
察
官
Ａ
の
受
験
資

格
に
該
当
し
な
い
方

◆
採
用
説
明
会

　

受
験
に
興
味
の
あ
る
本
人
を

は
じ
め
、
ご
家
族
の
方
で
も
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
７
日（
日
）午
前
10

時
か
ら

場
所　

か
つ
ら
ぎ
警
察
署

※
申
し
込
み
不
要
、
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

か
つ
ら
ぎ
警
察

署
警
務
課
（
☎
22―

０
１
１

０
）

お
知
ら
せ

InformationInformationInformation

お知らせお知らせ

７月の７月の７月の

お知らせ

警
察
官
募
集
お
よ
び

採
用
説
明
会
の
開
催

自
衛
官
募
集

◆
自
衛
官
候
補
生

資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の

方受
付　

年
間
を
通
じ
受
付
中

試
験
日　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

◆
一
般
曹
候
補
生

資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の

方試
験
日　

９
月
20
日（
金
）〜
22

日（
日
）の
指
定
す
る
１
日

受
付　

９
月
６
日（
金
）ま
で

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
制
度
に
つ
い
て

さ
い
。

願
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

和

歌
山
地
方
協
力
本
部
橋
本
地
域

事
務
所
（
☎
０
７
３
６―

32―

０
７
４
４
）

請
に
よ
り
承
認
さ
れ
る
と
保
険

料
の
納
付
が
全
額
免
除
ま
た
は

一
部
免
除
（
１
／
４
免
除
、
半

額
免
除
、
３
／
４
免
除
）
さ
れ

ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
部
免
除
の
場
合
、

減
額
さ
れ
た
保
険
料
を
納
付
し

な
い
と
未
納
期
間
と
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
減
額
さ
れ
た
保
険

料
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
猶
予
制
度

　

50
歳
未
満
の
方
（
学
生
を
除

く
）で
、
本
人（
被
保
険
者
）・

配
偶
者
（
別
居
中
の
配
偶
者
も

含
む
）
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
失
業

な
ど
の
理
由
が
あ
る
場
合
、
申

請
に
よ
り
承
認
さ
れ
る
と
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

◆
申
請
の
受
付

　

平
成
31
年
度
（
令
和
元
年
７

月
〜
令
和
２
年
６
月
分
）
の
申

請
受
付
は
７
月
１
日（
月
）か
ら

始
ま
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
令
和
元
年
６
月
分

ま
で
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
の

承
認
を
受
け
た
方
で
、
継
続
申

請
を
希
望
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

新
た
な
申
請
は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
過
去
に
未
納
期
間
が

あ
る
場
合
、
申
請
時
点
の
２
年

１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
遡
っ
て

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
月
額
１
６
，
４
１
０
円

と
な
り
ま
す
が
、
納
付
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の

納
付
が
「
免
除
」
ま
た
は
「
猶

予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
将
来
の
年
金
受
給
権
の
確

保
だ
け
で
な
く
、
万
一
の
病
気

や
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
を

負
っ
た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

免
除
制
度

　

本
人（
被
保
険
者
）・
配
偶
者

（
別
居
中
の
配
偶
者
も
含
む
）・

世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
失
業

な
ど
の
理
由
が
あ
る
場
合
、
申

よ
み
き
か
せ
講
座

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳

・
印
鑑（
認
め
印
）

・
失
業（
退
職
）し
て
い
る
場
合

は
、
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
な
ど
の
公
的
機

関
の
証
明
書
の
写
し

申
請
場
所
・
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課
保
険
年
金
係
（
内

線
２
０
５
６
）

　

「
よ
み
き
か
せ
の
や
り
方
」

を
学
び
ま
せ
ん
か
？
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
よ
み
き
か
せ
活
動
を

さ
れ
て
い
る
方
、
初
め
て
の
方
、

ど
な
た
で
も
大
歓
迎
！
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
師　

和
歌
山
県
立
図
書
館
職

員日
時　

７
月
25
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

場
所　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会

館
３
階
研
修
室

受
講
料　

無
料

※

７
月
２
日
（
火
）
か
ら
図
書

館
で
受
付
開
始
（
電
話
可
）

定
員　

30
名

問
い
合
わ
せ　

図
書
館
（
内
線

３
０
２
１
）

募　

集
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相　

談

理
学
療
法
士
相
談

　

自
宅
で
の
自
主
リ
ハ
ビ
リ
や

健
康
体
操
の
方
法
な
ど
で
お
悩

み
の
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

７
月
５
日（
金
）、
18
日（
木
）、

８
月
２
日（
金
）

午
後
１
時
〜
５
時

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

１
階
機
能
訓
練
室

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
衛

生
係
（
内
線
６
０
３
１
）

無
料
法
律
相
談

７
月
８
日（
月
）、
22
日（
月
）

受
付　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
（
先
着
順
）

相
談
時
間　

午
後
４
時
ま
で

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
22―

４
３
１
１
）

ふ
く
し
何
で
も
相
談

　

日
常
生
活
上
の
困
り
ご
と
に

幅
広
く
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

日
時　

月
〜
金
曜
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
祝
日
を
除
く
）

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

※

電
話
で
の
相
談
や
訪
問
し
て

の
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
22―

４
３
１
１
）

消
費
生
活
相
談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
和
歌
山
の
専
門
相
談

員
に
よ
る「
消
費
生
活
相
談
会
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悪
質
な
訪
問
販
売
や
契
約
・

取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
消
費
者
問
題
で
お
悩
み
の
方

の
相
談
に
消
費
生
活
専
門
相
談

員
が
応
じ
ま
す
。

①
７
月
２
日（
火
）

か
つ
ら
ぎ
町
役
場
２
階
会
議
室
Ｂ

②
７
月
９
日（
火
）

高
野
町
役
場
住
民
ホ
ー
ル

③
７
月
16
日（
火
）

橋
本
市
役
所
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

④
７
月
23
日（
火
）

九
度
山
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

各
日
、
午
後
１
時
〜
４
時

※

ど
の
会
場
で
も
相
談
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
観
光
課
商

工
観
光
係
（
内
線
２
１
０
３
）

就
職
相
談

７
月
９
日（
火
）

　

笠
田
公
民
館
佐
野
分
館

７
月
16
日（
火
）

　

笠
田
東
児
童
館

７
月
３
日（
水
）、
24
日（
水
）

　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館

各
日
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

伊
都
振
興
局
企

画
産
業
課
（
☎
０
７
３
６―

33

―

４
９
０
９
）

ひ
き
こ
も
り
青
年
の
た
め
の

「
居
場
所
」「
親
の
会
」

◆
居
場
所

７
月
１
日（
月
）、
２
日（
火
）、

８
日（
月
）、
９
日（
火
）、
16
日

（
火
）、
22
日（
月
）、
23
日（
火
）、

29
日（
月
）、
30
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
親
の
会

７
月
３
日（
水
）、
８
月
７
日

（
水
）午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

大
谷
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー　

１
階
和
室

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

よ
り
み

ち
（
☎
０
９
０
―
７
０
９
３
―

９
５
９
５
）
開
所
時
間
内
の
み

※
非
通
知
設
定
の
場
合
は
お
答

え
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

※
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課

福
祉
係
（
内
線
２
０
６
６
）

○７月31日（水）納期限

　町税などの納付は便利で確実な口座振替を
ご利用ください。

● 町民税・県民税　　　　第２期
● 固定資産税　　　　　　第２期
● 町外固定資産税　　　　第２期
● 国民健康保険税　全期・第１期
● 後期高齢者医療保険料　第１期



広報かつらぎ  令和元年（2019年）7月号 18

偽
り
の
春　
　
　
　

降
田　

天

ア
ン
ド
・
ア
イ
・
ラ
ブ
・
ハ
ー

　
　
　
　
　
　
　

小
路　

幸
也

転
生　
　
　
　
　

笹
本　

稜
平

検
事
の
信
義　
　

柚
月　

裕
子

同
潤
会
代
官
山
ア
パ
ー
ト
メ
ン

ト　
　
　
　
　
　
　

三
上　

延

お
っ
ぱ
い
マ
ン
シ
ョ
ン
改
修
争

議　
　
　
　
　
　

原
田　

ひ
香

三
つ
編
み

　

レ
テ
ィ
シ
ア
・
コ
ロ
ン
バ
ニ

趣
味
・
実
用
書
な
ど

趣
味
・
実
用
書
な
ど

児
童
書

ア
ブ
ラ
・
カ
ダ
ブ
ラ
・
カ
タ
ク

リ
コ　
　

き
た
む
ら　

さ
と
し

チ
ャ
レ
ン
ジ
ミ
ッ
ケ
！
10

　
　

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ィ
ッ
ク

へ
ん
て
こ
り
ん
な
人
間
図
鑑

　
　
　
　
　
　
　

岩
谷　

圭
介

斎
藤
孝
の
覚
え
て
お
き
た
い
日

本
人　
　
　
　
　
　

斎
藤　

孝

昔
話
法
廷

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ「
昔
話
法
廷
」制
作
班

70
歳
の
た
し
な
み

　
　
　
　
　
　

坂
東　

眞
理
子

特
捜
は「
巨
悪
」を
捕
ら
え
た
か

　
　
　
　
　
　
　

宗
像　

紀
夫

メ
ジ
ャ
ー
を
か
な
え
た
雄
星
ノ

ー
ト　
　
　
　
　

菊
池　

雄
星

根
っ
こ
と
翼　

末
盛　

千
枝
子

奈
良
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
　
　

松
田　

真
一

さ
あ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
温
泉
旅

行
に
出
か
け
よ
う
！

　
　
　
　
　
　

山
崎　

ま
ゆ
み

新
着
図
書
の
ご
案
内

小
説
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど

絵本シアター「よんでよんでえぽんちゃん」

工作教室 「トイレットペーパーの芯で貯金箱を作ろう」

大
空
に
令
和
の
御
代
の
風
薫
る　
　
　
　
　
　
　

小
嶋
久
美
子

若
葉
す
る
霊
山
に
生
き
て
朝
勤
行　
　
　
　
　
　

谷
本　
　

貞

夏
来
る
し
だ
き
し
道
や
水
汲
み
場　
　
　
　
　
　

辻
本　

安
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
丁
字
会
）

冷
素
麺
啜
れ
る
音
も
一
人
な
る　
　
　
　
　
　
　

前
尾
五
月
夫

草
刈
り
て
鎌
に
草
の
香
草
の
色　
　
　
　
　
　
　

谷
岡　

清
灯

玉
虫
死
す
玉
虫
色
を
失
は
ず　
　
　
　
　
　
　
　

中
畑　

隆
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
麦
句
会
）

　絵本の世界が人形で飛び出すわくわく絵本シアターへ
ようこそ。絵本「はじめてのおつかい」をお楽しみ下さ
い。絵本シアターのあとは、えぽんちゃんといっしょに
オリジナルのミニ絵本シアターを作ろう！
日時　７月27日（土）午前10時～11時30分
場所　かつらぎ総合文化会館３階研修室
対象　３歳以上20名　入場料　無料
　　※７月７日（日）より図書館で配布する整理券が必要

日時　８月４日（日）午後１時30分～３時
場所　かつらぎ総合文化会館３階研修室
対象　小学生以上20名（１～３年生は保護者同伴）
受講料　無料　※７月14日（日）より受付開始

問い合わせ　図書館（内線３０２１）

春
耕
の
季
は
亦
も
や
泥
中
に
縄
文
時
代
の
矢
じ
り
が
混
じ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
田　

和
美

花
御
堂
甘
茶
に
濡
れ
る
お
釈
迦
様
天
地
指
差
し
優
し
だ
ち
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
岡　

潤
子

ゆ
と
り
な
き
日
日
に
追
わ
れ
る
農
な
る
も
木
木
の
芽
吹
き
に
満

た
さ
る
喜
び　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
川　
　

瞳

朝
の
庭
力
い
っ
ぱ
い
背
伸
び
し
て
今
日
も
元
気
と
独
り
ご
と
言

う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
田
ひ
と
み

痛
ま
し
き
高
齢
者
の
事
故
報
じ
ら
れ
子
や
孫
か
ら
の
パ
ッ
シ
ン

グ
受
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
岡
寿
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
笠
田
短
歌
サ
ー
ク
ル
）
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気管へ食物が流れるとその先には肺があり、炎症を起こして誤嚥性肺炎を発症します。冒頭で「つば
め」の話をしましたが動物には誤嚥がありません。これは喉「のど」の形状が人間と動物では違うた
めです。動物では気管と食道は分かれていますが人間は空気の通り道と食べ物の通り道が交差するた
め食べ物が気管へ入りやすい状態となっているためです。しかし、喉「のど」の形状が違うため人間
は言葉を発する事が可能です。いわば言語を獲得した代償に誤嚥のリスクを背負う事になったのです。
嚥下障害の原因には脳卒中などの病気、加齢による嚥下機能の低下などがあります。加齢によって足
腰の力が衰えるのと同じように飲み込む力も弱くなり加えて感覚も低下するため嚥下反射が遅くなり
ムセる事が多くなります。水分でムセを認めればトロミをつける事で喉にゆっくり水が流れるため嚥
下反射とのタイミングが合いやすくなりムセの軽減につながります。食事形態の工夫も有効です。
　家庭でできる簡単な嚥下評価として唾液飲みテストがあります。これは30秒間に連続で唾液を飲み
込む検査で正常では30秒間に３回以上とされています。
　誤嚥予防として食事前の嚥下体操があります。これは舌を前へ突
き出したり上下左右に動かしたり頬をふくらませたりへこましたり
「うー」「いー」「ぱ」「た」「か」と発声します。そして食べる
時は口を閉じて顎（あご）を軽く引いた姿勢が飲み込みやすいです。
　病院に行けば、より詳しい嚥下評価や嚥下訓練を受ける事ができ
ます。検査はレントゲン室でバリウムゼリーを食べて喉の動きを見
る嚥下造影検査や誤嚥を軽減するための訓練（飲み込みやすい姿勢
指導・飲み込みに関わる筋肉のトレーニングなど）、栄養士さんによる栄養指導（刻み食やトロミ食
の調理方法など）を受ける事ができます。いつまでも健康でおいしく食事できるように規則正しい生
活リズム、運動習慣など、普段からの心掛けが大切です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（リハビリテーション科　言語聴覚士　大高明夫）

和歌山県立医科大学附属病院紀北分院
　飲み込みの事を嚥下「えんげ」と言います。
　嚥下の「えん」は口偏に燕「つばめ」と書きます。英語で
「嚥下」も「つばめ」も「スワロー」と言います。つばめは
食物を丸飲みしますが人間は丸飲みする事ができません。食
べるという動作には①食物を認識して②口に取り込み③そし
ゃくして食物を柔らかくし④ごっくんし⑤食物は食道を通過
します。
　嚥下障害があると飲水や食事でムセを認めます。これは食
物が気管へ入るためです。これを誤嚥「ごえん」と言います。

嚥下機能

について

問い合わせ　和歌山県立医科大学附属病院紀北分院（ ２２－００６６）

健康ひろば健康ひろば健康ひろば

伊都地方人権尊重連絡協議会こころの研修開催

日　時　７月26日（金）午後２時～４時
場　所　かつらぎ総合文化会館　ＡＶホール
テーマ　「介護を通じてみえるもの」
　　　　　～超高齢化社会を共に生きるために～

問い合わせ　伊都地方人権尊重連絡協議会事務局（☎０７３６―３３―４９００）
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健康ひろば健康ひろば健康ひろば

子育て支援センターからのお知らせ

場所（上記いずれも）：子育て支援センター（保健福祉センター1階）
問い合わせ   子育て支援センター「はぐくみ」（内線６０１３）

日・祝以外は開いているのでいつでも遊びに来てね。

※お誕生月の未就園児のみを対象とさせていただきます。

・ 毎月第１、第２金曜日
　　午前中（午前9時～11時30分）

誕生日の記念に手形or足形を残しませんか？
「おめでとう」コーナー

「防災のお話」です
乳幼児の保護者向けの
話をしてくれます

「浴衣を着てみよう」です
浴衣の着付けを習います

赤
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
よ
ち
よ
ち
」
で
ベ
ビ

ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
し
た
。

講
師
の
優
し
い
語
り
で
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

受
け
る
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
。

子どもたちの遊びの広場です。
製作など楽しい活動がいっぱいです。

わくわく広場
１歳未満の赤ちゃんとお母さんのふれあいの場です。
赤ちゃんクラブ「よちよち」

子育てについて、いろんなおしゃべりを楽しもう♪
おしゃべりサロン

・７月24日（水） 
　午前10時～11時

・７月11日（木） 午前10時～11時

子育て講座や親子でふれあう交流の場を開いています。
・７月17日（水） 
　午前10時～11時

なかよし広場

笠田公民館
（笠田ふるさと交流館）

〈水遊び〉

７月19日㈮
10:00～11:00
８月23日㈮
10:00～11:00
７月10日㈬
10:00～11:00
８月７日㈬
10:00～11:00

７月18日㈭
10:00～11:00
８月15日㈭
10:00～11:00

笠田育児
サークル

渋田育児
サークル

妙寺･三谷
育児
サークル

丁ノ町育児
サークル

丁ノ町地域
交流センター

７月４日㈭
10:00～11:00
８月１日㈭
10:00～11:00

見好公民館
〈水遊び〉

三谷公民館
〈水遊び〉

サークル名 場　　所 日　　　時

● 育児サークル

※毎月第２・第３火曜日を予定していますが、園行
　事などの関係で日程を変更することがあります。
　広報または町ホームページをご確認ください。

● 園庭開放

佐　野

三　谷

第１
火曜日
第３
火曜日

８月６日
午前９時30分～10時30分
８月20日
午前９時30分～10時30分

第２
火曜日
第３
火曜日

７月９日
午前９時30分～10時30分
７月16日
午前９時30分～10時30分

８　

月

こども園名 日　　時

佐　野

三　谷

７　

月

※今月は「海の日」のためお休みです。

・７月18日（木） 午後1時～3時
※この日以外でも気軽にご相談ください。

子育てについて悩んでいませんか？
育児相談

　集団健診のため、下記期間は丁ノ町地
域交流センターで子育て支援センター業
務を行います。
◆期　　間　７月18日㈭～８月５日㈪
（７月18日午前、８月６日午前は移動、準備のためお休み）
◆利用時間　平　日：午前９時～正午
　　　　　　　　　　午後１時～４時
　　　　　　土曜日：午前９時～11時

場所変更のお知らせ

カレンダー作り（夏）
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【問い合わせ】健康推進課衛生係（内線2054・2059）
７月の保健カレンダー月の保健カレンダー７月の保健カレンダー

※いずれの場合も、 母子手帳を持参してください。 
※4か月・6か月児、3歳6か月児健康診査については、午前11時から会場で受付番号札を配布します。

平成31年１月生まれ
平成31年３月生まれ

平成27年12月生まれ
平成28年１月生まれ

平成30年８月生まれ

平成30年９月生まれ

平成29年６月生まれ

平成30年12月生まれ

平成30年７月生まれ

身体計測・医師による診察・発達観察・育
児相談・離乳食指導 ［バスタオル持参］
身体計測・医師による診察・歯科医師による
歯科検診・歯科指導・発達観察・食事指導

身体計測・発達観察・育児相談・歯科指導・
離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・食事指導・
歯科指導

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

７月30日㈫
13:00～14:00
７月16日㈫
13:00～14:00

７月２日㈫
9:30～10:00

８月６日㈫
9:30～10:00

８月８日㈭
9:30～10:00

８月９日㈮
13:30～15:30
７月３日㈬
13:30～14:30
７月17日㈬
13:30～14:30
７月３日㈬
10:00～11:00

平成30年８月生まれ８月７日㈬
10:00～11:00

おおむね4か月児健診を受診す
るまでの子を持つ保護者･妊婦

授乳指導・子育てワンポイント・交流会　
[事前に申し込みが必要です]

ふれあい遊び・子守歌・絵本の読み聞かせ
・ペープサート・交流会・ブックスタート
事業による絵本のプレゼント

ふれあい遊び・手遊び・お歌・絵本の読み
聞かせ・交流会

子育て教室
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」

２歳児
健康相談

10か月児
健康相談

３歳６か月児
健康診査

4か月・6か月児
健康診査

平成31年１月・２月生まれ
平成31年３月・４月生まれ 股関節異常の有無７月10日㈬

13:15～13:30股関節検診

事　　業　　名 場　所 内　　容　　な　　ど日　　時 対　　　象

● 母子の健診・相談・教室

７月は実施なし

　乳幼児から高齢者までお気軽にご利用ください。 
また、時間を要する相談は事前にご予約ください。

７月４日㈭
８月９日㈮

保健福祉センター 9:30～11:00

月　日 時　間場　　　所

● 一般健康相談

　年間を通して、糖尿病についての正しい知識が学べる教室です。
　皆で楽しく健康づくりに取り組んでみませんか。途中からの参加も大歓迎です。お気軽にお問い合わせ
ください。

● 糖尿病フォローアップ教室

「運動編①　室内での運動
　　～効果の出るウォーキング方法～」
日　　時　９月11日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター２階

◆９月の内容

※動きやすい服装でお越しください。
　水分補給の用意も忘れずに！

「糖尿病の重症化予防、検査値の見方
　　～合併症を防ごう！～」
日　　時　７月10日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター２階

◆７月の内容

※動きやすい服装でお越しください。
　水分補給の用意も忘れずに！

８月は
お休みです

● 献血

７月16日㈫
かつらぎ町役場庁舎前
JA紀北かわかみ かつらぎ支店

10:00～12:30
14:00～16:00

月　日 時　間場　　　所

【対象者】16～69歳までの方。ただし、65歳以上の方については、
60～64歳の間に献血経験があり、健康上特に問題のない方。
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